
研究ステーション研究成果報告書 

 

１．研究ステーション名   次世代品質信頼性情報システム融合研究ステーション 

   研究代表者名（所属部局・職・氏名） 

大学院情報理工学研究科 総合情報学専攻  教授 鈴木和幸 

 

２．設置期間 

  平成２４年２月２１日 ～ 平成２７年３月３１日 

 

３．研究組織(設置期間中かかわった、全ての構成員を記載してください。) 

  ＜学内構成員＞ 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 総合情報学専攻  教授 鈴木和幸 

電気通信大学 大学院情報システム学研究科 社会知能情報学専攻 教授 田中健次 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 総合情報学専攻  講師 山本  渉 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 総合情報学専攻  助教 金    路 

 

  ＜学外構成員＞ 

  職業能力開発総合大学校 能力開発院 生産管理系 准教授 横川慎二 

 

４．研究の特筆すべき成果 
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GPS, Internet技術で世界中の個々の顧客の全製品の信頼性パラメータの状態（Condition）



監視ならびに使用条件（Usage）、環境条件（Environment）を常時監視し、個々の顧客の使用

条件・環境条件に即した顧客個別対応リスクコミュニケーションを確立する方法論を開発した。  

研究ステーション主催の毎月定例の、構成員全メンバーによる企業との共同研究を通して、

本方法論を実際の機器に適用し、製品一台一台の余命の予測結果を基に、顧客個別への予防保

全を行うことにより、保全コストの２９％の減少に成功した。 

 

また、研究代表者は、下記の2件を受賞した： 

① 代表者 鈴木和幸がデミング賞本賞受賞 

② 「新版信頼性ハンドブック」日本信頼性学会編、鈴木和幸編集委員長、 

日経品質管理文献賞受賞 

 

５．研究成果の公表実績 

① オンラインモニタリング に関するフォーラムを主催・開催 

信頼性ビッグデータの獲得・活用とその課題 

―オンラインモニタリングの体系とその未来―,  

日本信頼性学会2014年度第1回フォーラム, 2014 

② 基盤研究（Ａ）「次世代品質・信頼性情報システムの研究と開発」 

（研究代表者：鈴木和幸、Ｈ22-26)の最終報告会を電気通信大学IS シンポジウム 

第19回「信頼性とシステム安全学」(電気通信大学)にて開催予定 

2015.2.23 

③ 啓蒙普及のための出版 

鈴木和幸（編集委員長・全体編纂・執筆）(2014)：「新版 信頼性工学ハンドブック」、

日本信頼性学会編, 日科技連出版 (総ページ数 944, 信頼性安全性作り込みの体系とそ

のbest practiceの共有を目的．140編、150人の著者をまとめる) 

④ 国際会議の開催の準備 

「The 9th International Conference on Mathematical Methods in Reliability (MMR 

2015)」を開催するための準備（2015 年 6 月に東京にて開催する予定、参加者 200 名の

予定） 

 

６．外部資金の獲得状況 

鈴木和幸： 

科研 基盤(Ａ)[代表]「次世代品質・信頼性情報システムの研究と開発」3600＋1080 万円 

 

共同研究 

その他、民間企業との共同研究 4件 

 

横川慎二： 

科研 基盤(Ｃ)「代表」「リチウムイオン二次電池の余寿命予測とリユースのための２変量寿

命分布解析の応用」380+75 万円 

 



金路： 

科研 若手(Ｂ)「代表」「変動要因による非定常劣化モデルに基づく最適保全方策に関する研

究」250+10 万円 

 

山本渉： 

科研 基盤(Ｃ)「代表」「k-out-of-n型負荷分散システムの研究」350+105 万円 

 

共同研究 

その他、民間企業との共同研究 1件 

 

６．今後の研究発展 

科研 基盤(Ａ) リスクモードとオンラインモニタリング技術高度化に着目した未然防止

体系の新展開,  研究代表者：鈴木和幸、49,100,000円を申請中 
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on Reliability”, Maintainability and Safety, August, 2014, Guangzhou. (Keynote 
Speech). 
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On-Line Monitoring Maintenance”, 6th Asia-Pacific International Symposium on 
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9) Jin, L. and Bayarsaikhan, U. (2014):  Optimal Decision Policy for Non-Stationary 
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Asia-Pacific International Symposium on Advanced Reliability and Maintenance 

Modeling (APARM), Hokkaido, Japan, pp.200-207.  
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Policy For Aging Systems Over An Infinite Horizon, Proceedings of the International 

Conference on Reliability, Maintainability and Safety (ICRMS), Guangzhou, China, 

pp. 1-5. 
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Modelling in Industrial Maintenance and Reliability (MIMAR), Oxford, UK, 2014、

pp.149-154.  
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Reliability Physics Symposium, Hawaii, USA, pp. 2A.3.1-5.  
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distribution based on the defect clustering for MOL/BEOL TDDB, Proc. of Advanced 

Metallization Conference 2014: 24st Asian Session 2014 ADMETA plus, Tokyo, Japan, 

pp. P-15.1-2. 
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Working Under Variable Operations, The 8th International Conference on 

Mathematical Methods in Reliability: Theory, Methods and Applications, 
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Multiple Time Scales from Online Monitoring Data, The 8th International Conference 

on Mathematical Methods in Reliability: Theory, Methods and Applications, 
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18) Ishigaki,Y., Matsumoto Y., Ichimiya R. and Tanaka K. (2012)：Ultra-low-cost 

Radiation Monitoring System Utilizing Smartphone-connected Sensors Developed with 

Internet Community, Proc. of IEEE SENSORS 2012，Taiwan.  


